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要   旨：    

オリーブ油フェノールに対する口腔の組織から分離したヒト細胞の相対的反応

を評価するために、ニュートラルレッド in vitro細胞毒性試験を使用した。 

使用した細胞系には、歯肉線維芽細胞、不死化、非腫瘍形成性の歯肉上皮細胞

および唾液腺由来の癌細胞が含まれた。 

３種類の細胞の間でフェノールに対する相対的な感受性に差がないと、認めら

れた。 

一般に全ての種類の細胞で、毒性が高い順序は：オレウロペイン アグリコン＞

オレウロペイン グリコシド、コーヒー酸＞o-クマリン酸＞桂皮酸＞＞チロソール、

シリング酸、プロトカテク酸、バニリン酸であった。 

習慣的な摂取後に得られる値をはるかに超えるフェノール濃度でだけ細胞毒性

が認められたので、フェノールが多いオリーブ油の摂取は安全であると示される。 
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